
■本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、当社といいます）が、情報提供を目的として作成したものであり、当該

商品の勧誘を目的としたものではありません。また、法令に基づく開示資料ではありません。■当該ファンドは価格変動リスクや

流動性リスク等を伴う証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には為替リスクもあります。）ので、市場環境等によって

基準価額は変動します。したがって投資元本が保証されているものではありません。運用による損益はすべて投資家のみなさまに

帰属します。■本資料は当社が信頼できると判断した情報を元に、十分な注意を払い作成しておりますが、当社はその正確性や完

全性をお約束するものではありません。■本資料に記載されている内容は、今後予告なしに変更することがあります。■ファンド

の取得の申し込みにあたっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ず内容についてご確認の上、お客様ご

自身でご判断ください。■当該ファンドは、金融機関の預金または保険契約ではありませんので、預金保険、保険契約者保護機構

の保護の対象ではありません。また、登録金融機関でご購入いただいた場合は、投資者保護基金による支払い対象にはなりません。 
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2025年 4月 10日 

 

朝日ライフ アセットマネジメント株式会社 

 

ミローバ グローバル・サステナブル株式ファンドの基準価額の変動について 

 

 

平素より、「ミローバ グローバル・サステナブル株式ファンド」（以下、当ファンド）をご愛顧賜り、厚くお礼

申し上げます。 

 

さて、4月 9日（現地）の米国株式市場は、トランプ米大統領が貿易相手国に対する相互関税について、

国・地域ごとに設定した上乗せ部分を 90日間停止すると発表したことを受け、世界経済への影響を懸念す

る投資家に安心感が広がりました。また、米財務省が実施した 10 年債入札に堅調な需要があったことも市

場に安堵感を与え、株式市場では売り込まれた銘柄を買い戻す動きが急速に広がりました。セクター別で

はほぼ全面高となる展開でしたが、景気後退懸念から値下がり幅の大きかった情報技術セクターの反発が

大きくなった結果、同セクターの比率の大きい NASDAQ 指数の上昇率が大きくなっています。一方、為替

市場では、円は米ドル、ユーロなど主要通貨に対して円安となりました。このような中、4 月 10 日のミローバ 

グローバル・サステナブル株式ファンドの基準価額は前営業日（同上）と比べ+842 円上昇（+6.08％）となり

ました。 

 

表① 主要各国株価指数                     表② 主要通貨の対円為替レート 

当ファンドの実質的な運用はマザーファンドで行っています。マザーファンドの外貨建資産の運用指図

に関する権限につきましては、ミローバ US社に運用を委託しています。 

運用委託先のミローバ US 社では引き続き、日本を除く世界中の株式から 4 つの長期的なトレンド（人口

動態、環境、テクノロジー、ガバナンス）に対する解決策を提供する企業へ投資を行います。運用チームは

相互関税導入が世界経済にもたらす影響について注視しつつ、持続的な成長を遂げることができ、かつ国

連 SDGｓ（持続可能な開発目標）へ貢献できる銘柄へ厳選投資し、ポートフォリオの運用を続けて参ります。 

今後とも引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

臨時レポート 

2025/4/8 2025/4/9 騰落率 2025/4/9 2025/4/10 騰落率

米国（ＮＹダウ） 37,645.59 40,608.45 7.87% 米ドル 145.38 146.91 1.05%

米国（NASDAQ） 15,267.91 17,124.97 12.16% カナダドル 102.05 104.22 2.13%

欧州（ﾕｰﾛ･ｽﾄｯｸｽ50） 4,773.65 4,622.14 ▲3.17% ユーロ 160.01 161.35 0.84%

英国（FT100） 7,910.53 7,679.48 ▲2.92% 英ポンド 186.28 188.66 1.28%

※基準価額への反映を考慮して前営業日の値を表示しています。 ※対顧客電信売買相場仲値（TTM）を表示しています。
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■投資信託に係るリスクについて 

投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とし投資

元金が保証されていないため、当該資産の市場における取引価格の変動や為替の変動

等により投資一単位当たりの価値が変動します。従ってお客様のご投資された金額を下

回ることもあります。 

又、投資信託は、個別の投資信託毎に投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、

投資対象国等が異なることから、リスクの内容や性質が異なりますので、ご投資にあた

っては投資信託説明書（交付目論見書）をよくご覧ください。 

 

■投資信託に係る手数料等について 

[ご投資頂くお客様には以下の費用をご負担いただきます。] 

■申込時に直接ご負担いただく費用 …… 申込手数料 上限 3.3％（税抜 3.0％） 

■換金時に直接ご負担いただく費用 …… 信託財産留保額 上限 0.3％ 

■投資信託の保有期間中に間接的にご負担いただく費用  

…… 信託報酬 上限 2.035％（税抜 1.85％） 

■その他の費用 …… 上記以外に保有期間等に応じてご負担頂く費用があります。 

詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）でご確認ください。 

 

《ご注意》 

 上記に記載しているリスクや費用項目につきましては、一般的な投資信託を想定して

おります。費用の料率等につきましては、朝日ライフ アセットマネジメントが運用するすべ

ての投資信託が徴収するそれぞれの費用のうち、最高の料率を記載しております。投資

信託に係るリスクや費用は、それぞれの投資信託により異なりますので、ご投資をされる

際には、事前によく投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。 

 

朝日ライフ アセットマネジメント株式会社 

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第 301号 

加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会 


